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第２０６号
令和６年４月

３月定例会３月定例会

1
月
～
３
月
　
議
会
日
程

各
会
議
結
果
に
つ
い
て

山
本
和
子

   江
波
戸
明

　

  田
邊
静
香

  

西
原
正
行

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、

　
　
　
笑
顔
で
輝
く
町
に
す
る
た
め
に

一般質問

▼
第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

　
今
回
の
一
般
質
問
の
様
子
は
、

上
士
幌
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

第
2
回
定
例
会
３
月
19
日（
火
）

【
午
前
分
】【
午
後
分
】
か
ら
視
聴
で
き
ま
す

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、笑
顔

で
輝
く
町
に
す
る
た
め
に

問
２
０
２
２
年
度
の
速
報
値
で
は
、
不

登
校
や
子
ど
も
の
自
殺
は
過
去
最
多

と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
生

き
づ
ら
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
。

１
９
８
９
年
に
国
連
総
会
で
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
が
採
択
さ
れ
日
本
も

批
准
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
国
連

か
ら
何
度
も
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
な

が
ら
も
、
何
の
改
善
も
し
な
い
ま
ま
、

２
０
２
３
年
４
月
「
こ
ど
も
基
本
法
を

施
行
し
た
。
町
も
「
こ
ど
も
計
画
」
を

策
定
す
る
予
定
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
の

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
多
様
な

人
材
が
都
市
か
ら
地
方
に
移
り
住
み
、

地
域
の
担
い
手
と
な
る
仕
組
み
。
国
は

町
が
民
間
企
業
等
と
連
携
し
、
民
間
事

業
所
で
就
業
す
る
こ
と
を
認
め
て
お

り
、
多
く
の
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る

制
度
で
あ
る
。
町
は
こ
の
制
度
を
活
用

答
町
と
し
て
は
、
町
づ
く
り
の
課
題

解
決
に
向
け
柔
軟
な
発
想
や
地
域
お

こ
し
に
意
欲
の
あ
る
人
材
を
募
集
し
、

役
場
内
で
活
用
し
て
お
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
民
間
に
派
遣
す
る
こ

と
は
検
討
し
て
い
な
い
。

【午前分】　　　　2 分頃～

山
本　

和
子　
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
将
来
と
も

　
　
　
地
域
の
担
い
手
に
　
　
他
１
件

住
宅
に
関
す
る
補
助
制
度

有
害
鳥
獣
対
策

答
「
こ
ど
も
計
画
」
は
、「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
の
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
養
育
す
る

者
、
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
幅
広

く
聴
取
し
反
映
さ
せ
る
。「
子
ど
も
の

権
利
条
例
」
は
、
今
後
、
町
民
の
理
解
、

参
加
行
動
の
中
で
機
運
が
高
ま
り
検
討

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の

魅
力
を
活
か
し
、民
間
と
連
携

し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

将
来
と
も
地
域
の
担
い
手
と

し
て
迎
え
る
こ
と
に
つ
い
て【午前分】　　　5 ８分頃～

【午後分】　　　    ０分　～

江
波
戸　

明　
議
員

注目！

【予算審査】　
　　　　　 議員が斬る！

【町民懇談会】　
　委員会ごとに開催！

議会だより

▲北十勝２町議会議員研修会を士幌町議会と合同で開催しました。（詳細6ページ）

予算審査

一
般
会
計
　
特
別
会
計
　

　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
会
計
　
予
算
認
定
！

【
議
員
さ
ん
の
通
知
表
】　

　
　
　
　
　
　
　
議
会
活
動
を
自
己
評
価
し
ま
し
た
！

【
町
民
懇
談
会
】　

　
　
　
　
～
　
総
文
×
上
高
　
　
産
経
×
商
工
会
　
～

士
幌
町
と
の
合
同
研
修
会
開
催

問
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
①
子
ど

も
に
関
わ
る
施
策
・
行
事
は
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
据
え
、
最
善
の
利
益
を
保

障
す
る
こ
と
。
②
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
す
る
こ
と
。
③

子
ど
も
の
権
利
等
の
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
こ
と
。

答
①
「
か
み
っ
子
ふ
る
さ
と
体
感
塾
」

「
は
じ
め
て
の
お
と
ま
り
」
な
ど
、
個

性
や
性
別
・
家
庭
環
境
・
経
済
状
況
問

わ
ず
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
り
、
最
良

の
道
を
導
き
出
せ
る
よ
う
に
企
画
し
て

い
る
。
②
教
育
専
門
職
の
社
会
教
育
主

事
が
中
心
と
な
り
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
③
学
校
も
含
め
た
社
会
全
体
で
の

学
習
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

権
利
を
保
障
し
、
最
善
の
利
益
優
先
の

計
画
と
し
、
ま
た
、
町
独
自
の
「
子
ど

も
権
利
条
例
」
を
制
定
す
る
べ
き
で
あ

る
。

　「 第 9回子どもおたのしみステージショー」

(3 月 23日開催 )

答
企
業
等
に
協
力
隊
員
を
派
遣
す
る
こ

と
で
、
公
費
を
使
い
、
会
社
や
工
場
等

に
就
業
し
働
く
仕
組
み
が
思
い
つ
か
な

い
。
そ
こ
に
公
共
性
が
無
く
て
は
行
政

と
し
て
難
し
い
面
が
あ
り
、深
い
調
査
、

検
討
を
踏
ま
え
る
必
要
か
ら
、
企
業
等

へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
派
遣
は
行
わ

な
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
民
間
派
遣
の

分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、Ｒ
町
は「
蕎

麦
屋
」
の
継
承
を
目
的
に
、
３
年
間
蕎

麦
屋
に
研
修
派
遣
を
し
て
い
る
。
本
町

で
も
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て
は
、
担

い
手
育
成
、
事
業
継
承
、
新
た
な
事
業

取
り
組
み
対
策
な
ど
、
担
い
手
確
保
等

の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
基
幹

産
業
は
も
と
よ
り
福
祉
、
医
療
、
観
光
、

交
通
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
改

め
て
国
の
派
遣
制
度
を
理
解
し
、
企
業

等
へ
協
力
隊
員
の
派
遣
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

し
、
町
内
の
課
題
で
あ
る
担
い
手
対
策

等
と
し
て
民
間
企
業
等
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
派
遣
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
。
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答
森
林
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
更
に
考
え
て
い
き
た
い
。
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
含
め
て
、
地
元
で

の
循
環
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

問
町
づ
く
り
の
基
本
は
住
民
の
知
る

力
、
行
政
の
知
ら
せ
る
力
で
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
活
用
で
町
の
事
業
や
施
設
、
自

然
環
境
状
況
、
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
な
ど

を
動
画
・
映
像
で
住
民
に
発
信
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

答
動
画
で
あ
れ
ば
、
住
民
は
よ
り
詳
し

く
情
報
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。歴
史
、

産
業
、
施
設
な
ど
を
動
画
で
撮
る
と
一

度
で
済
む
も
の
や
継
続
し
更
新
す
る
も

の
も
あ
る
。記
録
等
の
レ
ベ
ル
や
費
用
、

人
的
な
対
応
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

住
宅
に
関
す
る
補
助
制
度
に

つ
い
て

上士幌型脱炭素住宅…
北方型住宅2020やZEHの基準を参照し、町独自に制定した

「上士幌型脱炭素住宅基準」を設けて150万円助成している。

ZEH（通称ゼッチ）…
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの略。省エネと創エネで、
年間の一次エネルギーの消費量がおおむねゼロになる住宅。

用語解説

【午後分】　　　１０分頃～

田
邊　

静
香　
議
員

町
の
事
業
の
仕
組
み
や
取
組

み
の
状
況
な
ど
を
映
像
で
見

る
こ
と
が
出
来
る「
ま
る
ご
と

見
え
る
町
づ
く
り
」の
取
り
組

み
に
つ
い
て

江
波
戸　

明　
議
員

答
町
は
多
く
の
動
画
を
作
成
し
て
い
る

が
、
町
の
様
子
や
住
民
の
暮
ら
し
も

刻
々
変
化
し
、情
報
の
陳
腐
化
も
早
く
、

問
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
段
々
と
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
な
ど
の

利
活
用
は
進
む
。
住
民
の
中
で
も
特
に

高
齢
者
層
の
多
く
の
方
は
出
歩
く
機
会

が
少
な
く
な
り
、
町
の
施
設
や
利
用
状

況
を
知
ら
な
い
方
が
多
く
い
る
。
こ
れ

ら
を
動
画
等
で
紹
介
し
、
施
設
を
住
民

の
利
用
促
進
に
対
応
す
る
な
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
リ
ア
ル
な
状
況
を
提
供
す
る

こ
と
は
高
齢
者
の
外
出
機
会
を
増
幅

し
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出

答
問
い
合
わ
せ
は
１
０
件
ほ
ど
、
事
業

実
績
は
１
件
。
近
年
の
価
格
高
騰
で
新

築
の
減
少
が
影
響
し
た
と
認
識
。
令
和

７
年
度
か
ら
の
建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正

に
伴
い
、
新
築
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
住
宅
の
資

産
価
値
を
高
め
る
情
勢
を
考
え
、
本
制

度
の
利
用
が
促
進
さ
れ
て
い
く
も
の
と

期
待
。

問
必
須
項
目
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
ど
の
よ
う
な
設
備
を
想
定
し
て

い
る
か
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

【午後分】　　　５１分頃～

西
原　

正
行　
議
員

問
過
去
１
０
年
を
見
て
み
る
と
、
鹿
の

駆
除
数
が
４
３
５
頭
で
最
高
の
数
字

で
、
熊
の
出
現
情
報
も
頻
繁
に
出
て
お

り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
処
理
数
も
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
被
害
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
策
を
す

る
か
。

答
本
町
農
業
被
害
は
令
和
２
年
度
が

２
５
６
４
万
円
、
令
和
４
年
度
が

１
６
６
３
万
円
で
、
被
害
額
自
体
は

減
少
方
向
に
あ
る
。
鹿
に
つ
い
て
は

一
概
に
は
言
え
な
い
が
日
頃
か
ら
猟

友
会
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
や
捕
獲

活
動
に
加
え
、
町
、
農
協
が
協
調
し

て
実
施
し
て
い
る
超
音
波
忌
避
設
備

を
導
入
し
設
置
す
る
な
ど
の
効
果
も

出
て
い
る
と
推
察
。
ヒ
グ
マ
に
つ
い

て
は
、
市
街
地
で
の
出
没
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
農
村
地
域
で
は
目

撃
や
痕
跡
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
個
体
確
認
が
難
し
く
駆
除
が
困

難
。
ア
ラ
イ
グ
マ
も
現
在
７
７
頭
と

爆
発
的
に
捕
獲
数
が
増
え
て
い
る
。

問
ま
ず
は
猟
友
会
の
協
力
に
よ
っ
て
大

き
な
成
果
が
出
て
い
る
。
そ
の
上
で
被

害
額
は
確
か
に
下
が
っ
て
い
る
が
、
内

容
を
見
る
と
牛
の
被
害
数
が
減
っ
て
い

る
の
が
大
き
く
、
畑
の
被
害
は
１
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
３
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
逆

に
増
え
て
い
る
。
特
に
鹿
の
個
体
数
の

増
加
に
よ
り
被
害
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
熊
の
出
現
に
よ
っ
て
農
作
業
も
命
が

け
と
な
り
畑
に
も
行
け
な
い
な
ど
困
難

な
状
況
も
あ
る
。

問
農
協
青
年
部
が
中
心
に
な
っ
て
、今
、

自
ら
少
し
で
も
対
策
で
き
る
よ
う
に
、ハ

ン
タ
ー
、罠
の
免
許
取
得
を
検
討
し
て
い

る
が
、支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
町
の
猟
友
会
に
対
し
て
薬
莢
や
鉄

砲
弾
の
急
騰
な
ど
負
担
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、有
害
駆
除
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
増
額
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
映
像
等
の
提
供
に
よ
り
、
住
民
と
し

て
未
来
に
向
か
う
町
の
姿
が
見
え
、
町

外
的
に
は
町
を
売
り
込
む
機
能
と
し
て

動
画
・
映
像
の
発
信
効
果
は
高
い
。

答
住
民
に
提
供
す
る
情
報
を
整
理
し
、

そ
の
上
ど
う
す
る
の
か
、
特
に
住
民
に

必
要
な
情
報
と
し
て
新
た
な
も
の
、
足

り
な
い
も
の
等
を
点
検
し
、検
討
す
る
。

問
２
０
２
３
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
上

士
幌
型
脱
炭
素
住
宅
の
評
価
に
つ
い

て
。

答
種
別
は
定
め
て
い
な
い
。
太
陽
光
、

風
力
、
太
陽
熱
温
水
、
木
質
燃
焼
、
地

中
熱
な
ど
が
あ
る
が
、
十
勝
で
は
太
陽

光
発
電
設
備
の
利
用
が
多
い
。

問
地
域
材（
道
産
、町
産
）を「
推
奨
」で

は
な
く
、木
材
利
用
実
績
に
応
じ
た
助

成
に
し
た
方
が
、新
築
だ
け
で
は
な
く

リ
フ
ォ
ー
ム
で
も
地
域
材
の
活
用
が
促

進
さ
れ
る
の
で
は
。

答
産
地
証
明
が
困
難
で
あ
る
現
状
や
、

証
明
に
お
け
る
事
務
負
担
増
が
課
題
。

当
面
は
現
行
制
度
を
維
持
す
る
。

問
木
材
の
流
通
に
つ
い
て
は
全
国
的

な
課
題
。他
自
治
体
で
は
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
地
域
材
活
用
の
補
助
を
し
て

い
る
。施
主
の
要
望
が
あ
れ
ば
国
産
材

や
道
産
材
の
み
で
の
建
設
は
可
能
と
聞

問
再
エ
ネ
関
係
の
補
助
は
現
在
は
太
陽

光
発
電
の
み
。
災
害
に
強
く
、
地
域
性

を
活
か
せ
る
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
木

質
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
考
え
に

つ
い
て
。

答
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
も
森
林
資
源
の

循
環
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
中
に
、
制
度
設
計
を

行
い
、
事
業
創
設
に
向
け
て
検
討
を
進

め
る
。

答
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
町
職
員
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。今
後
、農
協
と
連
携
と
っ

て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

く
。「
上
士
幌
町
地
域
材
利
用
促
進
方

針
」に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、町
内
外
含

め
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　アライグマの足跡

　道木連と北海道木材利用推進協議会が

連携して、 北海道産の木材や木製品に関

する様々な情報を提供するサイト

センサーカメラに写るエゾシカ

せ
る
。
町
の
歴
史
を
映
像
で
残
す
こ
と

も
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
動
画
・
映
像

を
活
用
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て
確
認

す
る
。

　「 地域おこし協力隊活動報告会 (3 月 8日開催 )」 チラシ　

【一般質問における課題の解説】
　国が地域おこし協力隊を企業等に派遣する制
度を示しているのにかかわらず、この制度自体
を町は理解していない。そのため、最後まで質
疑が噛合わず、質疑を一旦終了した。質疑後、
町長、担当課長に本制度の理解を口頭で求めた。

最
新
の
情
報
提
供
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、
課
題
別
の
情
報
体
系

の
整
備
も
必
要
だ
が
、
制
作
、
更
新
に

費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
総
合
的
な
動

画
・
映
像
の
提
供
は
検
討
を
要
す
る
。

↓
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【会期】 令和６年１月２５日（１日間）

令和６年第１回 上士幌町議会臨時会 会議結果
※主な結果を掲載しています。

【議員の出欠】
１月２５日出席１１人・欠席０人

議 案
番 号 件　　　　　　　　名 議　決

年月日 表　決 議決
結果

議　案
第１号

令和５年度上士幌町一般会計補正予算（第１０号）⇒歳入歳出27,162千円を
増額 １月２５日 賛成１０

反対　０ 原案可決

【会期】 令和６年３月６日～３月２２日（ 17 日間）
※主な結果を掲載しています。

【議員の出欠】
３月　６日出席１１人・欠席０人
３月１９日出席１１人・欠席０人
３月２２日出席１１人・欠席０人

議 案
番 号 件　　　　　　　　名 議　決

年月日 表　決 議決
結果

会議案
第４号

上士幌町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について⇒上士
幌町議会議員が上士幌町に対し請負をする場合、状況を公表すること等によ
り、透明性を確保し、議会運営の公正及び事務の執行の適正を図る

３月６日

賛成１０
反対　０

原案可決

請　願
第１号

従来型健康保険証の存続を求める意見書の提出を求める請願⇒従来型保険
証の存続を求める内容 ３月２２日 採択

意見書案
第８号

将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本法改正等に
関する意見書の提出について⇒生産現場の意見に寄り添った農政の確立に
向け、関連法案についての要望に関する内容

３月６日

原案可決

報　告
第１号 専決処分の報告について⇒車両物損事故に係る損害賠償額の決定及び和解 － 報告済

議　案
第２号

令和５年度上士幌町一般会計補正予算（第１１号）⇒歳入歳出332,407千円
を減額

賛成１０
反対　０

原案可決

議　案
第３号

令和５年度上士幌町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）⇒歳入歳出
52,587千円を減額

議　案
第４号

令和５年度上士幌町介護保険特別会計補正予算（第４号）⇒歳入歳出9,461千
円を減額

議　案
第５号 令和５年度上士幌町簡易水道事業会計補正予算（第３号）

議　案
第６号 令和５年度上士幌町下水道事業会計補正予算（第３号）

議　案
第７号

上士幌町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について⇒「勤勉手当」が加えられた

議　案
第８号

上士幌町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例の制定について⇒法改正により条例の一部を改正するもの

議　案
第９号

上士幌町三愛介護サービス事業給付条例の一部を改正する条例の制定につ
いて⇒事業単価を一部改正するもの

議　案
第１０号

上士幌町健康増進センター条例の一部を改正する条例の制定について⇒入
浴料金減免を「令和９年３月３１日」までとするもの

議　案
第１１号

上士幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について⇒令和
６年度以降の国民健康保険税に係る一部改正

賛成　９
反対　１

議　案
第１２号 町道路線の変更について⇒道路法に基づき路線を変更するもの 賛成１０

反対　０
議　案

第１３号 令和６年度上士幌町一般会計予算

※令和６年度予算の詳細は、広報
　かみしほろ４月号（先月号）
　「まちの予算」をご覧ください。

３月２２日

賛成　９
反対　１

議　案
第１４号

令和６年度上士幌町国民健康保険
特別会計予算

賛成１０
反対　０

議　案
第１５号

令和６年度上士幌町後期高齢者医療
特別会計予算

議　案
第１６号

令和６年度上士幌町介護保険
特別会計予算

議　案
第１７号

令和６年度上士幌町簡易水道事業
会計予算

議　案
第１８号

令和５年度上士幌町下水道事業
会計予算

令和６年第２回 上士幌町議会定例会 会議結果

議 案
番 号 件　　　　　　　　名 議　決

年月日 表　決 議決
結果

会議案
第５号

役場庁舎等整備調査特別委員会の名称等の変更について⇒「役場庁舎等整備
カーボンニュートラルプロジェクト調査特別委員会」に変更

３月２２日

賛成１０
反対　０

原案可決

意見書案
第９号

従来型健康保険証の存続を求める意見書の提出について⇒請願第１号の採
択結果を受け、国会及び政府関係機関に提出

議　案
第１９号

上士幌町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について⇒令和6年度
から令和8年度の介護保険料改定【「9段階」から「13段階」へ／基準額　月額
6,000円】

賛成　９
反対　１

議　案
第２０号

上士幌町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について⇒法改正等により従来の基準
を改めたもの

賛成１０
反対　０

議　案
第２１号

上士幌町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について⇒厚生労働省令改正に
より、基準が改正されたことから、条例の一部を改正するもの

議　案
第２２号

上士幌町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について⇒
厚生労働省令改正により、基準が改正されたことから、条例の一部を改正す
るもの

議　案
第２３号

上士幌町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について⇒厚生労働省令改正により、基準
が改正されたことから、条例の一部を改正するもの

議　案
第２４号

令和５年度上士幌町一般会計補正予算（第１２号）⇒歳入歳出27,278千円を
増額

監報告
第１号 例月出納検査報告について

－ 報告済監報告
第２号 定期監査報告について

北十勝２町議会議員研修会【小椋茂明議長記】

　両町は、２町で環境衛生処理組合を運営するなど、何かと関わりが深く、両議会についても研修や懇談を通し
て情報共有を図る目的で実施しました。
　当日は、士幌町農畜産物加工研修施設で、両町の議員、局長参加の元、指定管理者である町づくり会社（株）ｃｈ
ｅｅｒｓの斉藤マネージャーより設置目的や施設整備、運営方針や管理運営の説明を受けました。町民利用を始
め、小中学校の食育体験学習の実施状況、今後テストキッチンを検討しているなどの話を伺いました。また、当町
の食品加工センターとの違いである指定管理での運営の利点、課題などを質疑した後、加工施設内を視察し、一
部の議員はどら焼きの製作体験も受けました。
　研修後は、道の駅に会場を移し、懇親会を通して両議会、議員の意見交換を行い、情報共有が図られました。今
後も、会場を交互に移し、毎年開催する方向を確認しました。

令和６年２月１５日に士幌町と上士幌町、両町の全議員を対象とした研修会を初めて行いました。
レポート
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№ 主催 公開 主管課 テーマ 日付
1

総文
保健福祉課

第３期データヘルス計画の策定
2/26

2 後期高齢者医療保険料の料率改定
3 ○ 町民課 ごみ中継施設整備の検討状況 2/22
4 産経 建設課 道道上音更上士幌線歩道拡幅工事 2/26
5 総文 ○ 教育推進課 上士幌高等学校の振興の調査に関すること 2/22

◆行政側報告事項

◆その他
№ 主催 公開 主管課 テーマ 日付

1
総文

付託事件審査 請願第１号　
従来型健康保険証の存続を求める意見書の提出を求める請願

3/13
3/14

2 その他 カーボンニュートラルなまちづくりプロジェクトに係る所管事務の変更 3/13

　

ぎ
か
い

　

ぎ
か
い

№ 主催 公開 主管課 テーマ 日付
1

産経

建設課

町道の認定変更

2/26

2 除雪車両車庫整備事業
3 雪寒建設機械購入事業
4 公用車車庫整備事業
5 上士幌町住生活基本計画及び上士幌町公営住宅等長寿命化計画の策定
6 まちなか住宅の整備
7 道営住宅の新たな配置
8 令和６年度下水道事業計画
9 令和５年度上士幌町簡易水道事業会計の予算補正

10 令和５年度上士幌町下水道事業会計の予算補正
11 まちなか住宅使用料の過誤納 3/14
12

農林課

食品加工センター運用基準の制定

2/26

13 居辺地区集中バイオガスプラントに係る指定管理
14 ナイタイ高原牧場に係る指定管理
15 上士幌中央２地区道営農地整備事業の実施
16 北海道猟友会上士幌支部補助金交付要綱の一部改正
17 上士幌町有害鳥獣捕獲対策

18
上士幌町未来につなぐ緑の森基金の活用状況及び森林環境譲与税の活用
に向けた基本方針の更新

19 ナイタイ高原牧場に係る指定管理 3/14
20

総文

○

保健福祉課

上士幌町ふるさと納税・生涯活躍いきがい基金の活用
2/2221 ○ 地域医療振興対策

22 ○ 上士幌町三愛計画（案）
23 福祉灯油等支給事業

2/26
24 上士幌町健康増進センター条例の一部を改正する条例
25 三愛介護サービス事業給付条例の一部を改正する条例
26 上士幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
27 成年後見制度利用促進支援に係る中核機関の設置

3/13
28 上士幌町介護保険条例の一部を改正する条例等の制定
29 ○

デジタル推進課

ヒト・モノ MaaS 推進・自動運転バス運行事業

2/26
30 ○ 上士幌スマートタウン推進
31 ○ 住民サービス向上のための行政 DX 加速化事業
32 ○ かみしほろルーラル OS/ かみしほろスマート PASS 推進事業
33 ○ テレワーク・関係人口創出推進事業
34 ○

商工観光課

移住促進・二地域居住事業 2/22
35

産経
ぬかびら源泉郷スキー場の支援

2/2636 上士幌ゴルフ場利用促進事業
37 上士幌町創業促進支援事業

◆行政側協議事項

令和４年　7月～４年 9月常任委員会開催状況 令和６年　１月～３月常任委員会開催状況№ 主催 公開 主管課 テーマ 日付
37

総文

○
総務課

防災備蓄庫の整備 2/22
38 ○ 令和６年能登半島地震に係る災害義援金 3/13
39 ○

企画財政課
生涯活躍のまちの取組

2/22
40 ○ ふるさと納税の取組

41 ○
ゼロカーボン推進課

上士幌町ゼロカーボンの推進
1/25
2/22
3/13

42 ○ SDGs の普及・推進に向けた取組 2/22
43 町民課 上士幌町老朽施設解体撤去促進事業補助金交付要綱の一部改正 2/26

　総文とは：総務文教厚生常任委員会のこと。
　産経とは：産業経済建設常任委員会のこと。
　公開とは：各委員会の所管事項について、異なる委員会の委員も参加し、審査・調査等すること。

議員さんの通知表～議員活動を自己評価しました～
ホームページをご覧ください。

上士幌町議会公式ホームページから

議会だよりや議会中継をみることができます！
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上士幌高等学校
 生徒会執行部

　総務文教厚生常任委員会では、１月２２日に上士幌高等学校生徒会執行部と懇談会を開
催し、【生徒から見た地域の課題や将来の町づくり】についてを主なテーマとして意見交換
しました。

　　　上士幌町議会
 総務文教厚生常任委員会

こんな意見が出ました！

・町の中心施設へのアクセスや、
 町内から通う生徒の冬場の交通
 の便が欲しい

・バス待ちする施設や近くにお店    
 が欲しい

・気球部のある佐賀高校とバルー
 ン大会を通じた交流の希望

・制服購入全額補助や修学旅行費
 用の補助が魅力

・資格取得の助成金はありがたい
 が、一旦支払ってからお金が   
 戻ってくる仕組みなので、支払  
 いのない方法にできないか。

民 懇 談 会

　各常任委員会ごとに町民懇談会を開催する新たな取
り組みです。生徒から見た地域の課題や将来の町づく
りについて意見をいただき、一緒に考え、議会活動に
も関心を持ってもらうために行いました。
　
　高校生からは色々な貴重な意見をいただき、他にも
授業での苦労話や楽しさ、将来に対する不安や希望が
見られました。また、上士幌町民の気さくさ、あたた
かさについて多くの声が上がり、上士幌高校や町の大
きな魅力の 1 つであると感じました。

　今回は初回の開催で、はじめはお互いに緊張もあり
ましたが、大変有意義な懇談会となりました。今後も
継続して、高校や町の更なる魅力化に繋げていきたい
と思います。　　　　　　　　　

【田邊静香　議員記】

町

×
上士幌町商工会
 青年部・女性部

　産業経済建設常任委員会では、２月８日に上士幌町商工会青年部・女性部と懇談会を開催
し、【商工業や商店街の現状と将来像に向けて必要なこと】  【青年層や女性が議員になるた
めに必要なこと】についてを主なテーマとして意見交換しました。

　　　上士幌町議会
 産業経済建設常任委員会

こんな意見が出ました！

・スタンプラリー等のイベントによる集客

・空き店舗の利活用のために人材など、

 必要経費に補助を

・地域おこし協力隊とのマッチングなど、

 後継者の育成、担い手づくり

・イルミネーション通りや休憩所を設ける

 など、商店街の賑わいづくり

・店内にコミュニティの場を設けるなど、

 買い物客の居場所づくり

・道の駅など観光とのつながりが必要

・季節感のある装飾など商店街の景観対策

・特産品販売、LINE購入システム開発など

 インパクトのある営業

・専業議員の場合は、報酬が低いため生計が

 成り立たない

・兼業議員の場合は、休暇を取る必要があり、

 負担が大きい。

民 懇 談 会

　和やかな雰囲気の中、多くの意見が交わされました。
出された意見を商工業、商店街の発展のために反映し
ていきたいと思います。

　また、商店街にどうやって人を呼び込むのか、チャレ
ンジすることに対して、道の駅や他の関係機関とどう
繋がっていくのか、出された意見を整理していきなが
ら、これからの議員活動に活かしていきたいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　

【松岡聡美　議員記】

町

×

議員さんと
お話ししてみませんか？
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タブレットを導入しました！

議会活動の資質向上と運営の効率化に向けて、議会にタブレット
を導入しました。

今後は、各種議会の会議や町民の皆様への説明の際などで活用し
ていきます！

予　算　審　査
令和６年度　各会計
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インターネットで生中継

第３回議会定例会（予定）
６月６日（木）・７日（金）・２１日（金）

https://www.kamishihoro.jp/gikai/

※ライブ中継のほか、録画中継も視聴できます。
　議場への傍聴含めて、ぜひご覧ください。

令和６年１月～３月

【１月】
１９日◆議会運営委員会
２２日◆上士幌高等学校生徒会執行部
　　　　との懇談会
２５日◆第１回臨時会
　　　　総務文教厚生常任委員会

　　　　　　

【２月】
　８日◆上士幌町商工会との懇談会
１５日◆北十勝２町議会議員研修会
１６日◆議会運営委員会
２２日◆総務文教厚生常任委員会
２６日◆総務文教厚生常任委員会　　
　　　　産業経済建設常任委員会
２８日◆議会全員協議会
　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会
　　　　 議会運営委員会
　　　　 議会だより編集特別委員会
２９日◆議会運営委員会

【３月】
　６日◆第 2 回定例会（１日目）
　　　◆総務文教厚生常任委員会
　７日◆議会運営委員会
　８日◆予算審査特別委員会（１日目）
１１日◆予算審査特別委員会（２日目）
１３日◆総務文教厚生常任委員会
１４日◆産業経済建設常任委員会
　　　◆総務文教厚生常任委員会
１５日◆議会運営委員会
１９日◆第２回定例会（２日目）
２２日◆第２回定例会（３日目）

　２月２日に上士幌町議会議員会（山本和子会長、西原正行副会長）が能登半島地震の被災地
に義援金１１万円を寄付しました。

　次年度予算は国からの助成金を
含め、SDGs、ゼロカーボン、デジタ
ル化といった事業に比較的多く振
り分けられている。
　今後の町づくりには重要であると
考える一方で、町民の再エネ利用や
省エネ意識を醸成するための SDGs
ポイント事業に期待、注目している。

　新年度予算は町民生活や地域経
済等に配慮する中、国支援のデジ
タル化や脱炭素・太陽光発電の補
助など他町より大型の予算です。
町庁舎等の整備・脱炭素に向けた
取組も具体化しています。近年、横
文字も多く、町民の皆様への丁寧
な説明を都度求めていきます。

　来年度の予算において、脱炭素
やデジタル推進に大きく予算化さ
れたイメージがある。
　未来に向けての町づくりに必要
だと認識するが、町民の今ある課題
にもしっかり目を向け、来年度の冷
蔵庫買い替え事業など、生活に直結
するような支援を期待したい。

　令和 6 年度一般会計予算の歳入
歳出総額が 101 億 7 千 109 万円と
なり、大型予算となりました。
　歳入で特筆されるのが国庫支出
金が 14 億 4 千万円と歳入全体額の
14.2% を占めていることです。それ
だけ上士幌町の「まちづくり」が注
目されている証ではないでしょう
か。

　●「太陽光パネルの廃棄や災害
時における対応と消防との連携」
●「スズメバチが昨年は 80 件と激
増の中、職員のエピペン所持の必要
性」●「『そら』における不登校生徒
の柔軟な対応」などについて主に
確認しました。利用者が「良かった」
と思える対応を求めています。

　各委員の質疑に対する理事者等
の答弁の進行・整理を行いました。
委員としては、総括質疑等を行い、
討論において、①地方自治を守り
切る立場にたっていない②町民の
物価高騰の生活不安にしっかり対
応した予算になっていない、との
理由で反対しました。

　町が住民の福祉のために活動す
るにはお金が必要です。当初予算
は年度開始前に議決を得る必要が
あり、令和６年度の予算審査も２
日間で審査を行い、決算特別委員
会で出された意見等も、各事業の
予算見積りに反映されていたこと
から、賛成しました。

　小規模自治体の人口の増減は町
の「元気さ」と直結します。本町の
人口は微減傾向にありますが、こ
れは本町の人口対策が功を奏して
きたことを意味します。　
　 国 は 2000 年 に 20 年 後 の 人 口
推計をしており、本町は 3,536 人
の予測のところ 4,778 人でした。

　新庁舎に向けて計画が進んでお
り、合わせて住民サービス向上に
向けて DX 事業もより進むことに
なり、町民が使いやすい庁舎が出
来上がることに注力いたします。
認定こども園においては冷房機増
設も決まり、より安全な生活環境
が整ってくると思います。

　予算特別委員会は町が行う様々
な仕事に係るお金の使い道を点検
し、議決する議会議員の重要な任務
です。町の予算は町民生活に直接影
響するものであり、町民に分かりや
すく町の仕事の内容を説明する資
料の提供が重要であり、町に分かり
やすい資料作成を要請しました。

　太陽光発電設備等を導入できな
い町民にも、温室効果ガスの排出削
減を図る目的で、省エネルギー性能
に優れた冷蔵庫への買換えを支援
するものです。対象は 10 年以上前
に製造された物で、上限 1/3、8 万円
の支援。近隣町村でも好評で、どの
程度反響があるか注目しています。


